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まちからのおしらせ

まちのできごと

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

ふるさとの誇りを訪ねて

１１

香美町合併 10 周年記念式典開催

人事行政の運営などの状況

マイナンバーのお知らせが届きます

役場各課などからのお知らせ　　ほか

128
平成 27 年（2015）

2

6

14
16

－ 元気いっぱい！ソーラン節 －
香美町合併 10 周年記念式典

　香美町合併 10 周年記念式典を香住区中央公民館

で 10月 25 日に開催しました。

　オープニングイベントとして香住幼稚園の園児た

ちがソーラン節を元気いっぱい踊って式典に花を添

えていました。

　（本号 2ページに関連記事を掲載）
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香
美
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
開
催

　

平
成
17
年
４
月
、
旧
美
方
町
、
旧
村
岡
町
、

旧
香
住
町
の
３
町
が
合
併
し
香
美
町
が
誕
生

し
て
、
今
年
で
10
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

10
月
25
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
合
併

10
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を
、
多
く
の
来
賓
、

関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
な
か

開
催
し
ま
し
た
。

　

香
住
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ソ
ー
ラ
ン
節
の
踊
り
と
、
小
代

中
学
校
３
年
生
の
小
林
笑え

み

か果
さ
ん
（
小
代
区

貫
田
）
の
町
民
憲
章
の
朗
読
で
開
式
。
浜
上

町
長
が
香
美
町
誕
生
か
ら
の
10
年
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

に
一
部
抜
粋
を
掲
載
）。

　

西
村
伸
一
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

香
美
町
誕
生
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
に
町
の
公

益
の
増
進
、
文
化
の
向
上
、
そ
の
他
行
政
の

振
興
や
発
展
に
つ
く
し
た
人
や
団
体
に
対
し

て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
下
記
掲
載
）。

　

ま
た
、
合
併
後
の
本
町
行
政
の
確
立
と
町

政
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
を
い
た
だ

い
た
歴
代
町
長
の
藤
原
久
嗣
さ
ん
と
長
瀬
幸

夫
さ
ん
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
村
岡
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ

る
町
民
歌
斉
唱
や
、
映
像
で
合
併
後
10
年
間

の
町
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
後
、
第
２
部
で

は
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究

員
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
里
山

資
本
主
義
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
益
功
労
者
表
彰

　

個
人

　
　

森 

千
佳
子
（
香
住
区
）

　
　

古
家 

敏
夫
（
村
岡
区
）

　

団
体

　
　

朗
読
サ
ー
ク
ル 

そ
よ
か
ぜ

　
　

声
の
広
報 

カ
ナ
リ
ヤ

　
　

点
字
サ
ー
ク
ル 

ス
バ
ル

　
　

香
住
て
ん
と
う
む
し
'90

　
　

訓
谷
「
花
の
会
」

　
　

香
住
区
い
ず
み
会

　
　

村
岡
区
い
ず
み
会

　
　

小
代
区
い
ず
み
会

　
　

村
岡
区
愛
育
班

　
　

小
代
区
愛
育
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

自
治
功
労
者
表
彰

　

山
村 

俊
雄
（
間
室
区
長
）

　

青
山 

喜き

い

ち一
（
畑
区
長
）

　

西
村 

功
（
和
池
区
長
）

　

森 

价よ

し

の

り紀
（
和
佐
父
区
長
）

　

前
田 

敏
さ
と
し

（
猪
之
谷
区
長
）

　

田
淵 

一
義
（
熱
田
区
長
）

産
業
功
労
者
表
彰

　

吉
岡 

修
一
（ 

前
但
馬
漁
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
）

社
会
功
労
者
表
彰

　

田
中 

秀
春
（ 

香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
）

　

森 

利
秋
（ 

香
美
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長
）

　

山
本 
勝
昭
（ 

元
香
美
町
保
健
衛
生
推
進

協
議
会
会
長
）

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲町民歌を歌う村岡コーラスの皆さん▲記念講演を行う藻谷浩介さん
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こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

　

平
成
17
年
４
月
に
三
町
が
合

併
を
し
、
新
た
な
ま
ち
と
し
て

「
香
美
町
」
が
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。「
昭
和
の
大
合
併
」
か

ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
「
平
成

の
大
合
併
」
に
際
し
、
わ
た
く

し
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の

意
思
に
基
づ
く
大
き
な
決
断
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
方
向
付
け
に
あ
た
っ
て

は
、
多
く
の
方
々
が
ふ
る
さ
と

の
将
来
を
真
剣
に
語
り
、
そ
し

て
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
町
民
の

皆
様
が
心
を
一
つ
に
し
て
香
美

町
が
誕
生
し
、
そ
し
て
、
こ
こ

に
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
苦

労
に
対
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意

と
感
謝
の
念
を
捧
げ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

香
美
町
が
誕
生
し
て
以
降
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
決
し
て
平

坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
財
政
問
題
を
は
じ
め
と

し
て
困
難
な
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
う
し
た
課
題
の
克
服

は
、
香
美
町
の
、
い
わ
ば
「
強

固
な
基
礎
」
を
築
き
上
げ
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
旧
三
町
の

融
和
、
一
体
感
の
醸
成
を
図
り

な
が
ら
も
、
豊
か
な
自
然
、
恵

ま
れ
た
特
産
物
を
生
か
し
、
歴

史
、
文
化
、
伝
統
を
尊
重
し
、

今
日
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
歩
み
に
お
い
て
は
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
若
者
が

い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
お
年
寄

り
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
が
、
一
歩
一
歩
確
実
に
進

ん
で
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

折
し
も
、
本
格
的
な
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

を
迎
え
、
我
が
国
に
お
い
て
は

大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。

香
美
町
に
お
い
て
も
、
生
活
の

安
全
安
心
の
確
保
、
子
育
て
支

援
、
雇
用
創
出
、
産
業
活
性
化

な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

香
美
町
を
見
据
え
て
策
定
を
進

め
て
い
る
「
第
二
次
香
美
町
総

合
計
画
」
や
「
香
美
町
総
合
戦

略
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
の
歩
み
の
中
で
培
っ
て
き

た
「
皆
様
の
ふ
る
さ
と
香
美
町

を
思
う
力
」
と
と
も
に
、
大
い

な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

香
美
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
、
町
民
の
皆
様
、
関
係

各
位
の
皆
様
か
ら
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

（
式
辞
を
一
部
抜
粋
）

▲式辞を述べる浜上町長
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で
さ
ら
な
る
活
性
化
へ
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

方
地

創
生

実績

国立社会保障・人口問題研究所推計

香美町人口ビジョン

▼人口の将来展望

実績

国立社会保障・人口問題研究所

香美町人口ビジョン

▼年少人口（0～ 14 歳）の推移

　

先
月
号
で
は
「
香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
策
定
し
た
香
美
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
香
美
町
総
合
戦
略
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

人
口
の
将
来
展
望

　

町
の
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
推
計
で
は
２
０
６
０
（
平
成

72
）
年
に
は
７
４
６
３
人
と
な
り
、
２
０
１

０
（
平
成
22
）
年
よ
り
１
２
２
３
３
人
減
少

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
年
少
人
口（
０

〜
14
歳
）
に
つ
い
て
も
２
０
６
０
年
に
は
６

７
１
人
と
な
り
２
０
１
０
年
よ
り
１
８
２
４

人
減
っ
て
し
ま
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
下

図
）

香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

若
い
世
代
の
「
町
内
に
住
み
、働
き
た
い
」

と
い
う
希
望
を
か
な
え
、
若
い
世
代
の
移
住

・
定
住
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
子
ど
も

の
数
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
毎
年
10
世
帯
程
度
の
若
い
世
代

の
移
住
と
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
２
０
１
０

年
の
１
・
84
か
ら
２
・
30
ま
で
上
昇
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
２
０
６
０
年
に
は
１
９
４

８
人
と
、
現
在
の
８
割
近
く
の
子
ど
も
の
数

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
時
代
に
入
っ
た
現

在
、
町
の
人
口
減
少
そ
の
も
の
を
増
加
傾
向

に
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

本
町
で
は
若
い
世
代
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
年
少
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を
進
め
る
施
策
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

施
策
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
若
い
世
代
の
仕

事
と
住
ま
い
の
確
保
や
そ
の
時
代
に
あ
っ
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
２
０
４
０

（
平
成
52
）
年
は
１
３
５
４
０
人
、
２
０
６

０
年
に
は
１
１
２
１
５
人
の
人
口
を
目
指
し

ま
す
。

　

こ
の
数
値
は
、
２
０
６
０
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
を
２
・
30
に
上
昇
さ
せ
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
以
降
、
毎
年
10
世
帯
の
若
い

世
代
の
移
住
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
な
総
合
的

な
施
策
を
行
う
こ
と
で
は
じ
め
て
実
現
可
能

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
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香
美
町
総
合
戦
略　
　
　
　
　
　

　

町
で
は
、
国
が
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
を
基
に
「
人
口
減
少
と
地
域
経
済

縮
小
の
克
服
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
」
を
目
指
す
た
め

に
総
合
戦
略
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
で
は
①
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
②
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
③
若
い

世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
④
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
周
辺
地

域
と
連
携
す
る
―
―
の
４
つ
を
基
本
目
標
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
施
策
の
柱
を
た

て
、
そ
の
柱
ご
と
に
具
体
的
な
施
策
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。（
図
１
）

① 

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

② 

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

④ 

時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
周
辺
地
域
と
連
携
す
る

③ 

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

　

地
域
経
済
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
を
支
え
る
人
材
育
成
と
そ
の
就
労
を
促
し
、

地
域
の
活
力
を
取
り
戻
し
、
地
域
の
維
持
発

展
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
企
業
な
ど
の
経
営

基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業

の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

高
付
加
価
値
化
、
６
次
産
業
化
な
ど
新
規
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

　

施
策
の
柱
と
し
て
次
の
４
つ
を
掲
げ
ま
す
。

(1) 
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
（
業
種
横
断
的

取
り
組
み
）

(2) 
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
（
農
林
水
産
分

　

本
町
に
住
む
若
い
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
町
外
の
本

町
出
身
者
が
戻
れ
る
環
境
を
整
備
し
、
さ
ら

に
新
た
に
町
内
へ
移
住
す
る
人
を
増
や
し
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
仕
事
や
生
活
面
で
若
者

が
本
町
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
さ
ら
に

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
移
住
へ
の
動
機
づ
け

と
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

施
策
の
柱
と
し
て
次
の
３
つ
を
掲
げ
ま
す
。

(1) 
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
、
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る

(2) 
若
者
が
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
環
境
整
備

(3) 
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
、
集
客
と
交

流
を
促
進
す
る

　

地
区
公
民
館
の
区
域
を
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
単
位
と
し
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
育
み
、
地
域
の
共
助
の
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
中
心
に
次
代
を
育
て
、
高
齢
者
や
弱
者
を

支
え
、
日
常
生
活
に
安
全
・
安
心
が
行
き
渡

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
や
、
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
、
地
産
地
消
に
よ
る
食
料

自
給
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

施
策
の
柱
と
し
て
次
の
３
つ
を
掲
げ
ま
す
。

(1)
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り

(2)
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

(3)
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

　

「
地
域
ぐ
る
み
で
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
ま
ち
」
と
し
て
基
盤
を
築
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
実
現
に
む
け
て
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
各
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
方

策
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
）

(3) 
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
（
観
光
商
工
分

野
）

(4)
人
材
還
流
と
雇
用
対
策

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

産
業
活
動
、
教
育
、
保
育
、
福
祉
、
医
療
、

保
健
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
役
割
を
分
担
、
連
携
し
な
が
ら
地
域
ぐ
る

み
で
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

施
策
の
柱
と
し
て
次
の
３
つ
を
掲
げ
ま
す
。

(1) 
結
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い

支
援

(2)
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

(3)
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
整
備

基本目標①～④

施策の柱①

具体的な施策①

施策の柱②

施策の柱③

具体的な施策②

取り組み内容

取り組み内容

取り組み内容

▲総合戦略の構成のイメージ ( 図 1）

総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て

　

総
合
戦
略
で
は
各
基
本
目
標
ご
と
に
5
年

後
の
実
現
す
べ
き
成
果
に
関
す
る
数
値
目
標

を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け

て
庁
内
の
推
進
体
制
の
強
化
や
充
実
を
図
り
、

必
要
に
応
じ
て
施
策
ご
と
に
関
係
者
や
関
係

団
体
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
を
作
り
ま

す
。

　

香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
香
美
町
総
合
戦

略
に
つ
き
ま
し
て
は
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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１ 職員の任免および職員数の状況

①採用と退職

職種 採用 退職
一般行政職 4人 5人
教育職 2人 3人
企業職 5人 3人
看護職 － －
技能労務職 － 1人
合　計 11人 12 人

※ 採用は平成 26 年 4 月 2 日～平成
27 年 4 月 1 日

※ 退職は平成 26 年度中
※ 一般行政職には美方郡広域事務組
合への派遣による退職 1人、復帰
による採用 1人を含む

※ 企業職は公立香住病院の職員で、
医師、看護師など

②部門別職員数の状況

職種
職員数 対前年

増減数26年 27 年

一般行政部門 148 人 145 人 △ 3人
一般管理 107 人 104 人 △ 3人
福祉 41人 41 人 0人

特別行政部門 40人 38 人 △ 2人
教育 40人 38 人 △ 2人

公営企業等会計部門 109 人 112 人 3人
病院 81人 83 人 2人
水道 6人 7人 1人
下水道 6人 5人 △ 1人
その他 16人 17 人 １人
合　計 297 人 295 人 △ 2人

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ 地方公共団体定員管理調査による職員数で、町長、副町長を除
いた人数（平成 27 年から教育長を除く）

③定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況の概要

部門
職員数 32 年の数

値目標（Ｃ）
進ちょく率

17年（Ａ） 22年 27 年（Ｂ）

一般行政部門 213 人 177 人 145 人 146 人 101.5％
特別行政部門 54人 48 人 38 人 39 人 106.7％
公営企業等会計部門 47人 39 人 35 人 34 人 92.3％

合　計 314 人 264 人 218 人 219 人 101.1％

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ 進ちょく率は（B－ A）／（C－ A）× 100 で求めた率
※公立香住病院を除く

人事行政の運営などの状況
平成27年 10 月公表

●問い合わせ先　役場総務課

　香美町の職員の任用、給与、服務など人事

行政の運営の状況について、平成 26 年度の

概要をお知らせします。

　これは「地方公務員法」および「香美町人

事行政の運営等の状況の公表に関する条例」

に基づき、人事行政の公平性、透明性を高め

ることを目的として行うものです。

２ 職員の給与の状況

職員数（Ａ） 185 人
給与費（Ｂ） 1,093,753 千円
給料 715,571 千円
職員手当 111,901 千円
期末・勤勉手当 266,281 千円

一人当たり給与費（Ｂ / Ａ） 5,912 千円

②職員給与費の状況

※ 平成 26 年度普通会計決算額を基に計算
※ 職員数は、平成 26 年 4 月 1日現在の人数
※ 職員手当には、退職手当を含まない

①人件費の状況

住民基本台帳人口 19,200 人
歳出額（Ａ） 14,828,767 千円
実質収支 305,981 千円
人件費（Ｂ） 1,950,162 千円
人件費率（Ｂ / Ａ） 13.2％
前年度人件費率 13.7％

※ 住民基本台帳人口は平成 26 年度末現在の数値
※ 平成 26 年度普通会計決算額を基に計算
※ 人件費には、一般職給与や共済費（社会保険料）
のほかに、特別職給与、議会議員報酬、各種委
員や消防団員など非常勤職員に支給される報酬
などを含む

　 人件費（B）は、前年度比 10,192 千円の増

③ 職員の平均年齢、平均給料月

額および平均給与月額の状況

一般行政職
平均年齢 43.8 歳
平均給料月額 325,200 円
平均給与月額 350,300 円

技能労務職
平均年齢 54.0 歳
平均給料月額 343,800 円
平均給与月額 364,600 円

教育職
平均年齢 39.5 歳
平均給料月額 298,300 円
平均給与月額 309,500 円

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値
※ 給与は、給料と諸手当（扶養手当、通勤手
当など）の合計額

④ラスパイレス指数の状況

年度 ラスパイレス指数
平成 26年度 95.1
平成 25年度 94.8

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を 100 とした場合の職員の給与水準を
示す指数

⑤職員の初任給の状況

区分
初任給

香美町 国
一般行政職
大学卒 174,200 円 174,200 円
高校卒 142,100 円 142,100 円

技能労務職
高校卒 1級 144,200 円 －
高校卒 2級 149,000 円 －

教育職
大学卒 174,200 円 －
短大卒 154,800 円 －

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値
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⑥職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況

区分
経験年数

10年 15 年 20 年
一般行政職
大学卒 246,250 円 290,125 円 352,300 円
高校卒 213,900 円 254,700 円 296,600 円

技能労務職
高校卒 該当者なし 該当者なし 307,800 円
中学卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

教育職
大学卒 247,700 円 291,300 円 該当者なし
短大卒 該当者なし 該当者なし 310,600 円

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事 12人 7.4％
2級 主事 2人 1.2％
3級 主査 74人 45.8％
4級 主幹 42人 25.9％
5級 課長、副課長 19人 11.7％
6級 課長 13人 8.0％

合　　計 162 人 100.0％

⑦一般行政職の級別職員数などの状況

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値
※ 町の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職員の代表的な職務

⑧職員手当の状況

区分
香美町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225 月 0.75 月 1.225 月 0.75 月
12 月期 1.375 月 0.75 月 1.375 月 0.75 月
計 2.60 月 1.50 月 2.60 月 1.50 月

加算措置
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置

職制上の段階、職務の級
などによる加算措置

（1）期末・勤勉手当

※ 平成 27 年 10 月 1 日現在の数値

区分
香美町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 20.445 月 25.55625 月 20.445 月 25.55625 月
勤続 25年 29.145 月 34.5825 月 29.145 月 34.5825 月
勤続 35年 41.325 月 49.59 月 41.325 月 49.59 月
最高限度額 49.59 月 49.59 月 49.59 月 49.59 月

加算措置
定年前早期退職特例措置
（3％～ 45％加算）

早期退職募集制度
（3％～ 45％加算）

退職時
特別昇給

なし なし

（2）退職手当

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値

対象地域 支給率 対象職員数 国の制度（支給率）
神戸市 8.5％ 2人 10％

（3）地域手当

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値

区分 全職種
支給実績 37,011,000 円
支給職員一人当たり平均支給年額 243,493 円

（5）時間外勤務手当

※ 平成 26 年度普通会計決算額を基に計算

区分 全職種
支給実績 240,000 円
支給職員一人当たり平均支給年額 24,000 円
職員全体に占める手当支給職員数（割合） 10人（5.4％）

手当の種類
危険作業手当
死体処理従事手当
廃棄物処理業務手当

（4）特殊勤務手当

※ 平成 26 年度普通会計決算額を基に計算

手当名、内容および支給単価
国の制度との比較

違いの有無 相違点
扶養手当

扶養親族のある職員に対して支給
①配偶者：月額 13,000 円、②配偶者以外：月額 6,500 円
　※ ただし、配偶者がない場合は、1人目は月額 11,000 円
　※ 特定期間（16歳～ 22歳）の子は、月額 5,000 円を加算

無 ―

住居手当

自ら居住するための住宅を借り受け、家賃を支払っている職員に対して支給
　支給限度額：月額 27,000 円

無 ―

通勤手当

通勤のため交通機関、自動車などを使用している職員に対して支給
（通勤距離が 2㎞未満である職員を除く）
①交通機関などを利用
・運賃など相当額（鉄道など利用者は 6ヵ月定期券の額）
・支給限度額：月額 55,000 円
②自動車などを利用
・通勤距離に応じて月額 2,100 円～ 31,600 円

一部異なる
②の場合、使用距離区分が
国よりも細かい

（6）そのほかの手当

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値
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※ 平成 27 年 10 月 1 日現在の数値※平成 27 年 10 月 1 日現在の数値

職名 区分 月額 区分 支給割合
町長

給料

752,000 円

期末手当
6月期：1.975 月
12 月期：2.125 月
合　計：4.100 月

副町長 616,000 円
教育長 564,000 円

病院事業管理者 526,000 円
議長

報酬
321,000 円

期末手当
6月期：1.975 月
12 月期：2.125 月
合　計：4.100 月

副議長 237,000 円
議員 214,000 円

⑨特別職の報酬などの状況

３ 職員の勤務時間と勤務条件の状況

①勤務時間の状況

※ 平成 27 年 4 月 1 日現在の数値※平成 27 年 4 月 1日現在の数値

勤務時間
休憩時間 週休日 1週間の正規の勤務時間

開始時刻 終了時刻
午前 8時 30分 午後 5時 15分 休憩：正午～午後 1時 土曜日、日曜日 38時間 45分

概要 平均取得日数
1年につき 20日付与

※翌年に繰り越し可能（最大 20日）
10.7 日

②年次有給休暇の取得状況

※ 平成 26 年 1 月 1 日～同年 12 月 31 日までの数値
※ 年間を通して在職した一般職の平均取得日数

平成 26年度中に新たに育児休業を取得した職員 4人
平成 25年度から引き続き育児休業を取得している職員 5人

③育児休業の取得状況

※ 平成 26 年度の数値
※ 育児休業とは、職員が 3歳に満たない子を養育するために休業すること
ができる制度で、この期間中の給与は支給されない

４ 職員の分限および懲戒処分の状況

①分限処分の状況

※ 平成 26 年度の数値
※ 分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身故障のために職務遂行に
支障がある場合、長期休養を要する場合などに、公務能率の維持および
その適正な運営の確保を目的として、降任、免職、休職、降給させる不
利益処分のことをいう

※平成 26 年度の数値

処分件数
内　　　訳

降任 免職 休職 降給
2件 1件 0件 1件 0件

②懲戒処分の状況

※ 平成 26 年度の数値
※ 懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職務上の義務に
違反し、または職務を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合に、戒告、減給、停職、免職となる不利益処分のこと
をいう

※平成 26 年度の数値

処分件数
内　　　訳

戒告 減給 停職 免職
1件 1件 0件 0件 0件

５ 職員の服務の状況

①職務専念義務の免除
　職員は、地方公務員法により、職務に専念する義務があり

ますが、法律または条例に特別の定めがある場合に、限定的

に当該義務を免除されることがあります。

　条例で職務専念義務を免除できる場合としては、休暇のほ

か「香美町職員の職務に専念する義務の特例に関する条例」

で規定しており、下記の場合などがあります。

・ 職員の資質および職務遂行能力の向上を図るための研修を

受ける場合

・ 職務の遂行に関連のある資格の試験を受験または更新する

場合

・ 職務執行に関し密接な関連のある国、県またはほかの地方

公共団体もしくは公共的団体の職務に従事する場合

・ 消防団員または水防団員としての業務に従事する場合

・ 定期健康診断または町長が認める健康診断を受ける場合

②営利企業などの従事制限に関する許可
　職員は、地方公務員法により、営利企業などへの従事が制

限されています。ただし、任命権者の許可を受けて営利企業

などに従事することが認められています。第 3セクターの役

員に就任する場合などがこれにあたります。
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６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況

①研修の状況

※ 平成 26 年度の数値※平成 26 年度の数値

主催者 研修名および受講者数

兵庫県自治研修所
監督職研修 2人、職員第 1部研修 2人、職員第 2部研修 3人、市町管理職研修 1人、行政法（争訟）研修な
ど 1人

但馬広域行政事務組合
中堅職員研修 8人、プレゼンテーション研修 2人、管理監督職員研修 6人、地方自治法研修 7人、法制執務
研修 2人、人権教育・啓発研修（中堅職員）4人、新任職員研修 6人、民法研修 6人

兵庫県町村会
課長役割認識研修 2人、係長役割認識研修 2人、中堅職員ブラッシュアップ研修 2人、エルダー研修 3人、
輝く地域づくり研修 10人

兵庫県自治協会 パソコン研修 7人

兵庫県 職種別研修 15人

全国市町村国際文化研修所 専門研修 3人

ふれあい旅行実行委員会 第 26回ふれあい旅行福祉ボランティア研修 3 人

香美町

コンプライアンス研修 97 人、主幹以上研修 81 人、地域連携教育研修 5人、交通安全研修 320 人、新任職
員研修 6人、新任職員職場外研修 4人、兵庫県人権教育研究大会中央大会 4人、働く人のこころの健康づく
り講演会 6人、番号制度概要説明会 80人、地域おこし協力隊活動報告会 50人、職員提案型職員研修実施報
告会 50人、タイムマネジメント研修 56人、メンタルヘルス（セルフケア）研修 72人

　職員の政策形成能力、業務執行・管理能力などの向上を図るため、管理職を対象に人事評価（勤務成績の評定）を実施しました。

　また、新たな人事評価制度の導入に向け、一般行政職全職員を対象に人事評価（業績評価および能力評価）の試行を行いました（本

格導入は平成 28年度の予定）。

②勤務成績の評定の状況

７ 職員の福祉および利益の保護の状況

①福利厚生の状況

※ 平成 26 年度※平成 26 年度

区分 内容

健康管理 定期健康診断、人間ドック、脳ドック、子宮がん検診を実施

共済制度
職員は、社会保険制度の一環として、兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合に加入し、医療、年

金などの給付を受けています。

互助制度
職員は、福利厚生の一環として、（財）兵庫県町村職員互助会または兵庫県学校厚生会に加入し、各種給付など

を受けています。

②公務災害など認定状況

項目 件数

公務災害発生件数 1件

通勤災害発生件数 0件

※ 平成 26 年度の数値
※ 職員は、公務上または通勤時に発生した災害によって身体的損害を受けた場合、
補償を受けることができる

９ 公平委員会の報告事項

区分 実施状況

勤務条件に関する措置の要求状況 0件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

※ 平成 26 年度の数値
※ 公平委員会は、地方自治法および地方公務員法に定められた、職員の勤務条件
に関する措置の要求や職員に対する不利益処分を審査し、必要な措置を行う行
政委員会
　 香美町では、地方公務員法の規定に基づき但馬の市町で共同設置した「但馬公
平委員会」で事務処理が行われている

区分 実施状況

競争試験 9人

選考 2人

※ 平成 26 年度の数値
※  職員の採用方法は、試験と選考の 2種類
　選考による採用は、免許や資格などを必要とする職などに限られている

８ 職員の競争試験および選考の状況
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

と
き
に
と
る
べ
き
行
動
は
？

と
き
に
と
る
べ
き
行
動
は
？

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
発
生
直
後
に

震
源
近
く
で
地
震
動
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
強
い

揺
れ
が
始
ま
る
直
前
に
知
ら
せ
る
情
報
で
す
。

　

最
大
震
度
５
弱
以
上
が
推
定
さ
れ
る
場
合

に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
知
ら

せ
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か

ら
揺
れ
が
く
る
ま
で
の
時
間
は
、
わ
ず
か
数

秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
行
動

を
し
ま
す
か
。

ま
ず
は
安
全
確
保
行
動
を
！

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
と
き
に
は
、

「
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
」
と

い
う
安
全
確
保
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。（
図

１
）

　

地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
は
、
一
般
的
に
は

長
く
て
１
分
程
度
で
す
。
そ
の
間
は
、
身
を

守
る
行
動
を
と
り
続
け
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ

て
か
ら
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
の
報
知
音
は
、
気

象
庁
が
推
奨
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
チ
ャ
イ
ム

音
が
一
般
的
な
も
の
で
す
。
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w
w
.nhk.or.jp/sonae/bousai/

）
か
ら
報

知
音
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼安全確保行動（図 1）

12
月
10
日
ま
で
に
届
か
な
い
と
き
は

11
月
20
日
か
ら
発
送
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

▲マイナンバーキャラクター　
　「マイナちゃん」 ▲マイナンバーの通知カード送付封筒

　右上に朱書きで「通知カード個人番号カード交付申請書在中」と書いてあります

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
」
の
発
送

が
10
月
20
日
ご
ろ
か
ら
全
国
で
順
次
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
内
の
皆
さ
ん
へ
は
11
月
20
日
（
金
）
か

ら
下
の
よ
う
な
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。

　

こ
の
書
類
は
非
常
に
重
要
な
書
類
で
す
の

で
、
間
違
え
て
捨
て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
の
不
一
致
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

12
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は

役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
配
達
時
に
不
在
の
場
合
に
は
郵
便

物
を
一
度
郵
便
局
が
持
ち
帰
り
ま
す
。
ポ
ス

ト
な
ど
に
ピ
ン
ク
色
の
「
簡
易
書
留
ご
不
在

連
絡
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
）」
が
入
っ

て
い
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
不
法
投
棄
！

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
不
法
投
棄
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

　

町
で
は
、
美
し
い
山
、
川
、
海
の
自
然
に
囲
ま
れ
、

そ
の
豊
か
な
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
の
山
林
や
河
川
敷
、

道
路
沿
い
で
一
部
の
心
な
い
人
に
よ
る
空
き
缶
な
ど
の

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
、
不
用
と
な
っ
た
家
電
製
品
や
廃

タ
イ
ヤ
な
ど
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は
、
豊
か
な
自
然
と
景
観
を
損
な
う
だ
け

で
は
な
く
、
水
質
や
土
壌
の
汚
染
な
ど
生
活
環
境
に
も

影
響
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
不
法
投
棄
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
に
警
告
看
板
を
設
置

・ 

不
法
投
棄
物
を
発
見
し
た
場
合
は
警
察
に
協
力
を
依

頼
し
、
投
棄
者
の
手
掛
か
り
を
調
査

　

不
法
投
棄
物
は
、
投
棄
者
が
回
収
す
る
の
が
当
然
で

す
が
、
投
棄
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
土
地
の
所

有
者
や
管
理
者
が
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

清
潔
で
き
れ
い
な
場
所
に
は
不
法
投
棄
が
さ
れ
に
く

い
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
な
草
刈
り
や
樹
木

の
枝
切
り
、
必
要
に
応
じ
て
柵
を
設
置
す
る
な
ど
、
ご

み
を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
不
法
投
棄
の
現
場
を
見
た
り
、
ご
み
を
発
見

し
た
り
し
た
場
合
は
役
場
町
民
課
か
各
地
域
局
ま
た
は

最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
！

不
法
投
棄
の
防
止
対
策
！

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
！

　

不
法
投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
で
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、
違
反
し
た
場
合
は
「
５

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
（
法
人
３
億
円
）

以
下
の
罰
金
又
は
こ
れ
ら
の
併
科
」
と
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
重
大
な
犯
罪
と
な
り

ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に
町
で
は
、
次
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
環
境
美
化
推
進
隊
に
よ
る
町
内
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

・ 

環
境
美
化
推
進
協
議
会
と
県
環
境
課
お
よ
び
美
方
警

察
署
な
ど
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

▲山中に不法投棄されたタイヤ

▲回収された空き缶

　

ご
み
の
減
量
化
や
限
り
あ
る
資
源
の
節
約
の
た
め
、
町
で
は
、

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
た
家

庭
で
の
生
ご
み
処
理
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
10
月
20
日
、
毎
年
恒
例

の
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
フ
レ
ッ
シ
ュ

バ
ザ
ー
ル
香
住
パ
ー
ク
店
前
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
但
馬
地
区
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
く
ら
し
の
安

全
・
安
心
推
進
委
員
」
4
人
の
協
力
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参

率
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
無
料
配
布
を
行
い
、

レ
ジ
袋
削
減
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
は
、
来
店
者
83
人
の
う
ち
46
人
が
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
て
い
て
持
参
率
は
55
％
で
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
、
レ
ジ
袋
を
削

減
し
、
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

▲レジ袋削減を呼び掛ける委員さん
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文文  
芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

俳
句
講
座 
〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

鼻
歌
の
自
然
に
出
で
来
る
収
穫
日
里
芋
を
掘
る
前
の

ひ
と
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本 

さ
や
か

我
が
畑
の
こ
れ
が
か
た
き
と
雑
草
を
抜
け
ば
四
方
に

根
を
張
り
て
お
り　
　
　
　
　
　
　

池
田 

恵
子

夏
の
朝
鎮
守
の
森
は
蝉
時
雨
涼
し
さ
求
め
ひ
と
時
過

ご
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田 

幹
男

里
い
も
の
葉
の
雨
粒
は
こ
ろ
こ
ろ
と
真
珠
と
な
り
て

こ
ぼ
れ
落
ち
た
り　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

美
栄
子

空
を
舞
う
日
和
ト
ン
ボ
が
浮
き
浮
き
と
群
れ
の
小
さ

く
て
少
し
寂
し
い　
　
　
　
　
　
　

田
中 

力

焼
き
茄
子
を
旨
し
と
言
い
し
母
忍
び
朝
の
厨
に
茄
子

を
焼
き
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
子

城
山
の
雑
木
林
の
吾
亦
紅
み
つ
け
て
嬉
し
も
摘
ま
ず

に
置
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

ト
シ

今
日
も
又
空
定
め
な
き
秋
雨
か
畦
道
の
農
夫
に
あ
い

さ
つ
交
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村 

栄
子

但
馬
路
を
離
れ
る
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん
と
稲
の
実
り
は

重
く
垂
れ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

12
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

国
民
健
康
保
健
の
被
保
険
者
証
が
２
年
に
１
回
の
更
新
時
期

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に
特
定
記
録
で
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
保
険
証
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
ご
家
族
の
保
険
証
が
あ

る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
29
年
11
月
30
日
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
期
限
ま
で
に
75
歳
に
到
達
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
人
な
ど
は
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
旧
保
険
証
は
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
持
参
い
た
だ
く
か
、
は
さ
み
な
ど
で
裁
断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
届
い
た
と
き
は

　

国
保
か
ら
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
（
扶
養
を
含
む
）
し
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
国
保
の
保
険
証
を
返
却
し
、
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
職
や
転
職
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
新
し
い
勤
務
先
が
国
保
の

資
格
喪
失
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
本
人
や
ご
家
族

が
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　

特
別
の
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
通
常
の
有
効

期
間
よ
り
短
い
短
期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

一
つ
灯
を
囲
み
始
ま
る
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎 

鳥
衣

あ
り
の
ま
ま
山
に
抱
か
れ
破
れ
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内 

綾
子

名
月
に
野
花
を
活
け
る
老
い
し
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 
実
二

静
か
な
る
二
人
の
暮
ら
し
秋
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田 

耕
衣

木
々
騒
ぐ
つ
く
づ
く
秋
の
暮
る
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本 

文
枝

風
向
き
の
変
わ
り
て
急
か
す
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣 

博
子

さ
く
さ
く
と
色
を
踏
み
つ
つ
落
葉
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下 

喜
幸

た
お
や
か
に
秋
明
菊
の
風
に
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森 

し
ず
子

里
住
み
の
日
毎
移
ろ
う
暮
れ
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森 

道
子

鉢
伏
の
風
が
育
て
し
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本 

田
鶴
子

　

田
の
お
だ
や
か
な
り
し
余
韻
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根 

富
子
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 27年 10 月 21 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

記
後

編
集

　

今
回
は
、
村
岡
ダ
ブ
ル
フ

ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

Ｏ
Ｓ
Ｊ
氷
ノ
山
山
系
ト
レ
イ

ル
レ
ー
ス
を
取
材
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
レ
ー
ス
も
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
す
ご
い
コ
ー
ス

で
す
。
そ
ん
な
レ
ー
ス
の
途

中
で
も
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、

笑
顔
を
向
け
て
く
れ
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
皆
さ
ん
す
ご

い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（9/21 ～ 10/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（9/21 ～ 10/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

ア
ジ
ア
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
が
来
町
！

　

９
月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
の
５
日
間
、
ア
ジ
ア
各
国
の
ジ
オ
パ
ー

ク
関
係
者
な
ど
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
今
後

の
あ
る
べ
き
姿
を
探
る
「
第
４
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
山
陰
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、

多
く
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
が
山
陰
海
岸
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
現
地
バ
ス
ツ
ア
ー
が
９
月
18
日
に
行

わ
れ
、
小
代
区
の
吉
滝
、
ミ
カ
タ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
な
ど
を
回
る
コ
ー

ス
と
香
住
区
の
今
子
浦
、下
浜
の
流
痕
、遊
覧
船
の
乗
船
な
ど
２
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
国
内
外
か
ら
計
１
４
５
人
の
関
係
者
が
町
内
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、
地
元
の
ガ
イ
ド
が
行
う
説

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

香
港
か
ら
参
加
し
て
い
た
１
人
は
「
遊
覧
船
で
の
ガ
イ
ド
が
非
常

に
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
度
訪

れ
て
、
今
度
は
鎧
の

袖
が
見
ら
れ
る
コ
ー

ス
に
乗
船
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
説
明
が
と

て
も
良
く
、
香
美
町

の
魅
力
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
」
と
楽
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

第
４
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
陰
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
９
月
15
〜
20
日
）

▲ ガイドの説明に耳を傾ける参加者の皆さん ( 香住区下浜）

過
酷
な
コ
ー
ス
に
ラ
ン
ナ
ー
が
奮
闘
！

　

９
月
27
日
、
全
国
屈
指
の
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
「
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
高
低
差
1
０
０
０
ｍ
の
村
岡
の
山
々
を
駆
け
抜
け
る
過
酷
な
コ
ー
ス
。
今
年
は
天
候

に
恵
ま
れ
た
中
、全
長
44
〜
１
０
０
㎞
の
４
部
門
に
全
国
各
地
か
ら
過
去
最
多
の
１
９
５
３
人（
エ

ン
ト
リ
ー
２
１
７
４
人
）
が
参
加
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
沿
道
か
ら
の
声
援
に
後

押
し
さ
れ
な
が
ら
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

完
走
率
は
約
82
・
７
％
。
各
部
門
の
優
勝
者
と
町
内
参
加
者
の
う
ち
各
部
門
最
高
順
位
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
１
０
０
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

吉
田
隆り

ょ

う

た太
（
岡
山
県
、
７
時
間
52
分
27
秒
）、
９
位 

才
田
崇た

か

ひ

と仁
（
村
岡
区
長
板
、

９
時
間
20
分
16
秒
）

女
子
▼
１
位 

水
内
喜
美
代
（
奈
良
県
、
10
時
間
26
分
25
秒
）、
58
位 

西
村
亜
希
（
村
岡
区
萩
山
、

13
時
間
48
分
24
秒
）

【
88
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

安
田 

遊
（
大
阪
府
、
７
時
間
44
分
48
秒
）、
15
位 

吉
田
修の

ぶ
ひ
さ久
（
小
代
区
秋
岡
、
10

時
間
18
分
44
秒
）

女
子
▼
１
位 

納
お
さ
め 

麻
美
（
神
戸
市
、
８
時
間
04
分
48
秒
）、

56
位 

俵 

敦
子
（
村
岡
区
山
田
、
13
時
間
30
分
10
秒
）

【
66
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

宮
垣
浩
平
（
大
阪
府
、
５
時
間
22
分
20
秒
）、

7
位 

井
上
直
樹
（
小
代
区
広
井
、
７
時
間
00
分
45
秒
）

女
子
▼
１
位 

橋
本
良
子
（
大
阪
府
、
５
時
間
55
分
57
秒
）

【
44
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

小
寺
晃
弘
（
大
阪
府
、
３
時
間
03
分
19
秒
）、

４
位 

田
野
昌
輝
（
小
代
区
新
屋
、
３
時
間
23
分
50
秒
）

女
子
▼
１
位 

山
口
み
ゆ
き
（
神
戸
市
、
３
時
間
49
分
51
秒
）、

５
位 
中
村
美
穂
（
村
岡
区
大
糠
、
４
時
間
32
分
27
秒
）

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

出
場
１
３
７
人
が
す
べ
て
完
歩

第
18
回
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
９
月
27
日
）

▲過酷なコースへと走り出すランナー（100㎞の部・88㎞の部）
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９
月
28
日
、
し
お
か
ぜ
香
苑
で
大
型
遊
具
完
成
式
が
香

住
幼
稚
園
の
園
児
53
人
と
町
内
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
親

子
な
ど
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
は
木
製
の
遊
具
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
年

の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
腐
食
が
進
み
、
昨
年

に
撤
去
し
ま
し
た
。
今
回
、
設
置
さ
れ
た
遊
具
は
６
〜
12

歳
を
対
象
と
し
た
大
型
遊
具
と
、
３
〜
６
歳
を
対
象
と
し

た
小
型
遊
具
の
２
種
類
。
す
べ
り
台
や
う
ん
て
い
、
登
り

棒
な
ど
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

浜
上
町
長
は
「
新
し
い
遊
具
が
完
成
し
ま
し
た
。
み
ん

な
で
楽
し
く
何
度
も
こ
こ
で
遊
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

完
成
式
終
了
後
に
は
早
速
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
具
で
遊

び
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
訪
れ
て
い
た
保
護
者
の
１
人
は
「
本
当
に
待
ち

遠
し
か
っ
た
。
こ
こ
は
海
が
近
く
て
景
色
が
良
い
の
で
子

ど
も
た
ち
を

連
れ
て
く
る

の
に
良
い
場

所
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
本

当
に
楽
し
そ

う
で
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

▲ 完成した遊具で遊ぶ香住幼稚園の園児たち

新
し
い
遊
具
で
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
！

し
お
か
ぜ
香
苑
大
型
遊
具
完
成
式
（
９
月
28
日
、
し
お
か
ぜ
香
苑
）

会
場
ま
る
ご
と
但
馬
牛
！

第
７
回
但
馬
牛
食
ま
つ
り
（
10
月
11
日
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
駐
車
場
）

　

最
高
の
肉
質
を
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
町
内
の

豊
か
な
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
10
月
11
日
、
第

７
回
香
美
町
山
の
祭
典
「
但
馬
牛
食
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
但
馬
牛
の
丸
焼
き
や
サ
イ
コ
ロ
ス

テ
ー
キ
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
カ
レ
ー
、
コ
ロ
ッ
ケ
な

ど
但
馬
牛
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
多
く
の
人
が
行
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　

名
物
イ
ベ
ン
ト
の
「
但
馬
牛
モ
ー
っ
と
食
べ
大

会
」
で
は
、
約
１
ｍ
の
長
い
箸
を
使
い
、
パ
ー
ト

▲ 長い箸と大きなステーキに苦戦する参加者

ナ
ー
の
口
ま
で
運
び
そ
の
食
べ
る
速
さ
を
競
い

ま
し
た
。
１
切
れ
が
80
ｇ
と
大
き
な
サ
イ
コ
ロ

ス
テ
ー
キ
と
長
い
箸
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し

た
。

　

優
勝
し
た
北
村
昭あ

き

と人
さ
ん
、
佳よ

し

こ子
さ
ん
夫

婦
（
鳥
取
市
）
は
「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

前
の
グ
ル
ー
プ
の
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
肉
は
と
て

も
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
賞
品

の
お
肉
は
家
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
た
い
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
内
初
！
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
で
ま
ち
を
元
気
に
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金
「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
覚
書
調
印
式
（
10
月
19
日
、
香
住
鶴
株
式
会
社
福
壽
蔵
）

　

10
月
19
日
、
香
住
鶴
株
式
会
社
の
福

本
芳
夫
代
表
取
締
役
と
香
美
町
共
同
募

金
委
員
会
会
長
の
浜
上
町
長
と
の
間
で

赤
い
羽
根
共
同
募
金
「
募
金
百
貨
店
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
覚
書
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
寄
付
付
き
商

品
を
百
貨
店
の
よ
う
に
集
約
す
る
企
画

で
県
内
で
は
平
成
25
年
か
ら
始
ま
り
、

町
内
で
は
初
め
て
。
香
住
鶴
株
式
会
社

で
は
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
、
直
売
店
の
「
福
壽
蔵
」
で
販
売
さ

れ
る
「
甘
酒
や
き
」
の
売
り
上
げ
個
数
1
個
に

つ
き
10
円
を
香
美
町
共
同
募
金
委
員
会
に
寄
付

し
ま
す
。

　

「
甘
酒
や
き
」
は
優
し
い
甘
み
と
パ
リ
ッ
と

し
た
食
感
で
年
配
の
人
を
中
心
に
人
気
が
あ
り
、

昨
年
の
同
期
間
で
千
個
以
上
売
り
上
げ
た
人
気

商
品
で
す
。

　

調
印
式
を
終
え
て
福
本
代
表
取
締
役
は
「
こ

の
期
間
は
１
年
を
通
じ
て
一
番
お
客
さ
ん
が
多

い
時
で
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲ 覚書調印をした浜上町長（左）と福本芳夫代表取締役（中）と
福本澄子専務（右）



◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
128

号
）
平
成
27
年
11
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

31）

22）

9）

2）

（平成 27 年 10 月 1 日現在）

19,176 人（－

9,176 人（ー

10,000 人（－

6,730 世帯（－

島
、
黒
島
、
但
馬
赤
壁
が
指し

こ顧
の
裡う

ち

に
あ
り
、
真
に
一
幅
の

南
画
を
観
る
が
如
き
、
山
水
の
秀
景
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
淇
園
と
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
皆
川
淇
園
の

こ
と
で
、
大
乗
寺
の
障
壁
画
を
描
い
た
圓
山
応
舉
と
も
交
友

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
、
著
書
「
月げ

っ

ぱ

ろ

う

の

き

波
樓
記
」
の
中
で

岡
見
公
園
か
ら
見
え
る
今
子
浦
周
辺
の
景
観
を
絶
賛
し
て
い

ま
す
。

　

名
勝
香
住
海
岸
、
天
然
記
念
物
鎧
ノ
袖
の
指
定
は
１
４
３

筆
（
指
定
時
は
89
筆
）
の
土
地
に
加
え
て
、
そ
の
指
定
の
地

番
の
海
側
の
突
端
部
か
ら
円
を
描
く
よ
う
に
１
キ
ロ
以
内
の

海
面
、
島
々
、
岩
礁
も
指
定
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
香
住
の
海
岸
部
の
美
し
さ
を
守
っ
て
将
来
に
残
し
て
い

く
た
め
に
は
、
陸
の
景
観
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
海
の
景
観

も
残
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
今
と
な
っ
て
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
今
か
ら
77
年
も
前
に
そ
の
意
識
が

あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
名
勝
と
さ
れ
た

自
然
景
観
も
指
定
当
時
と
は
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま

し
た
。
こ
の
美
し
い
自
然
景
観
を
将
来
に
残
し
て
い
く
た
め

に
旧
香
住
町
は
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
「
名
勝
香
住
海

岸
保
存
管
理
計
画
書
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
策
定
委
員

会
の
中
で
当
時
委
員
長
で
あ
っ
た
鳴
海
邦く

に

ひ

ろ碩
氏
（
当
時
大
阪

大
学
工
学
部
教
授
）
の
「
香
住
海
岸
の
景
観
は
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
要
請
に
よ
り
、
価
値
観
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
施

設
が
整
備
さ
れ
指
定
当
時
と
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
加
盟
認
定
さ
れ
た
の
は
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
で

す
。
そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
72
年
前
の
１
９
３
８
（
昭

和
13
）
年
、
香
住
区
の
今
子
浦
か
ら
鎧
港
ま
で
が
国
指
定
名

勝
「
香
住
海
岸
」
に
、鎧
港
と
下
浜
の
間
に
あ
る
「
鎧
ノ
袖
」

が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
勝
と
は
「
景
色
の
良
い
土
地
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、

指
定
当
時
の
説
明
に
は
「
岡
見
亭
（
現
在
の
岡
見
公
園
に

あ
っ
た
建
物
）
よ
り
東
望
し
た
景け

い

し

ゅ趣
は
香
住
町
の
誇
り
と
す

る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
淇き

え

ん園
が
名
文
に
な
れ
る
も
の

も
こ
の
絶
景
に
他
な
ら
ぬ
。
亭
前
は
翠

す
い
し
ょ
う松
を
戴
く
大
岩
・
岩

礁
が
白
波
に
そ
の
岩
脚
を
洗
わ
れ
、
眼
前
に
は
白
石
島
、
小

香
住
海
岸
の
名
勝
た
る
景
観
美
は
、

海
の
上
か
ら
陸
を
望
ん
だ
時
に
見

え
る
青
い
海
に
浮
か
ぶ
奇
岩
、
岩

礁
、
そ
の
後
ろ
の
漁
港
施
設
、
市

街
地
、
そ
し
て
そ
の
背
後
の
連
な
っ

た
山
々
、
空
、
全
て
が
構
成
要
素

で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
構
成
要

素
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
新
し

い
時
代
に
あ
っ
た
名
勝
景
観
を
ど

の
よ
う
に
創
造
し
て
い
く
の
か
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
意
見
が
印
象
的
で
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
部

と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ

れ
る
香
住
海
岸
、
そ
の
普
遍
的
な

美
し
さ
を
将
来
に
伝
え
継
い
で
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

名
勝 

香
住
海
岸

天
然
記
念
物 

鎧
ノ
袖

第
58
回

　

長
ら
く
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
訪
ね

て
」
は
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲岡見公園から東を望む


